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「
具
だ
く
さ
ん
の
お
や
き
を
り
ん
ご
の

木
の
下
で
食
べ
る
の
が
好
き
で
し
た
」

林
マ
ヤ
さ
ん

タ
レ
ン
ト

　

上
田
と
聞
く
と
、
大
自
然
を
思

い
出
し
ま
す
。
特
に
山
、
り
ん

ご
、
千
曲
川
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
山
が

友
だ
ち
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
生

き
物
が
い
て
、
四
方
を
囲
ん
で
い

る
。
母
な
る
山
に
囲
ま
れ
て
い
る

気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

仕
事
で
へ
こ
ん
だ
時
、
ボ
ー
っ

と
し
て
し
ま
っ
た
時
、
元
気
が
ほ

し
い
時
に
上
田
を
思
い
出
し
ま

す
。
あ
る
時
、
ビ
ル
が
迫
っ
て
来

る
よ
う
に
感
じ
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

「
私
に
は
ふ
る
さ
と
が
あ
る
」と
上

田
を
思
い
出
す
と
、
ビ
ル
が
山
に

見
え
た
ん
で
す
。

　

上
田
市
は
、
合
併
し
て
元
気
に

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
便
利
で
あ

り
な
が
ら
、素
朴
感
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
シ
ャ
イ
だ
け
ど
、

目
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
方
言
を
話
す
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
は
さ
み
し
い
で
す

ね
。

　

私
は
、お
や
き
が
大
好
物
で
す
。

お
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
、
季

節
の
も
の
を
使
っ
た
具
だ
く
さ
ん

の
お
や
き
を
、
り
ん
ご
の
木
の
下

で
食
べ
る
の
が
好
き
で
し
た
。

は
や
し
・
ま
や

日
本
人
と
し
て
初
め
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌「
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
」フ
ラ
ン
ス
版
に
登
場
。
パ
リ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
も
出
演
し
、「anan

」の
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
に
。
現
在
は
タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
動
中
。
今
年
３
月

に
テ
レ
ビ
信
州
で
放
送
さ
れ
た
、
合
併
１
周
年
記
念
番
組
に
も
出
演
。
上
田
市
出
身
。

C o n t r i b u t i o n  f o r  U E D A
うえだ寄稿  ②
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この秋、10月11日㈭、12日㈮、13日㈯の３日間に渡り、
信州大学繊維学部を主会場に
「シルク・サミット2007 in 蚕都上田」が開催されます。
合併により、４地域がそれぞれの歴史と文化を尊重しあい、
ともに「新生上田」を紡ぎ始めてはや１年。
シルクを通して見える上田らしさとは…。

シルク・サミットPR企画第１弾として、８月27日まで
上田情報ライブラリーが企画展「～Sirkに輝くまち・う
えだ～繭からうまれる」を開催。夏休みを利用した好奇
心いっぱいの子どもや、懐かしそうに展示品を見る年
配の方の姿が見られました。

特集　シルク・サミット
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岡
谷
市
か
ら
始
ま
っ
た

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

　

シ
ル
ク
・
サ
ミ
ッ
ト
は
、
２
０
０

１
年
に
岡
谷
市
の
当
時
の
農
林
水
産

省
蚕
糸
・
昆
虫
農
業
技
術
研
究
所（
現

在
の
独
立
行
政
法
人
農
業
生
物
資
源

研
究
所
）が
主
催
し
、
共
催
を
岡
谷

市
・
岡
谷
市
教
育
委
員
会
、
協
賛
に

製
糸
技
術
研
究
会
、
協
力
に
岡
谷
蚕

糸
博
物
館
紀
要
協
力
会
、
そ
し
て
現

地
の
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
開

催
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

シ
ル
ク
・
サ
ミ
ッ
ト
の
記
録
を
掲

載
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

第
１
回
の
岡
谷
開
催
の
記
録
も
残

り
、
そ
こ
に
は「
蚕
や
糸
に
関
心
の

あ
る
人
の
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」と
い
う
、
サ

ミ
ッ
ト
発
足
の
趣
旨
が
載
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
開
催
以
来
、
毎
年
シ
ル
ク
に

深
い
か
か
わ
り
の
あ
る
全
国
各
地
で

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
最
新
技
術

の
研
究
報
告
や
シ
ル
ク
製
品
の
発
表

な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
、
全
国
の
蚕

糸
業
に
関
す
る
博
物
館
や
企
業
、
研

究
機
関
の
関
係
者
ら
が
一
同
に
集
う

サ
ミ
ッ
ト
は
、
今
回
で
８
回
目
を
迎

え
ま
す
。

過去の開催地

シルク・サミット2006 in 富岡（群馬県富岡市：富岡製糸は世界遺産登録申請中）
シルク・サミット2005 in 駒ヶ根（長野県駒ヶ根市）
シルク・サミット2004 in 八王子（東京都八王子市）
シルク・サミット2003 in 横浜（神奈川県横浜市）
シルク・サミット2002 in 網野（京都府京丹後市網野町）
シルク・サミット2001 in 桐生（群馬県桐生市）
シルク・ミュージアム・サミット2001 in 岡谷（長野県岡谷市）

シルク・サミットとは
①

シルク・サミット 2007 in 蚕都上田
記念絵はがきの挿絵　画：佐伯眞人
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シルク・サミット2007 in 蚕都上田
テーマ　－伝統産業から未来へ－

特集　シルク・サミット

主催：独立行政法人農業生物資源研究所、市立岡谷蚕糸博物館
共催：上田市、上田市教育委員会、信州大学繊維学部　協賛：上田商工会議所、信州うえだ農業協同組合　
運営：蚕都上田シルク・サミット実行委員会
　　　　　上田商工会議所、米熊・慎蔵・龍馬会、上田紬研究会サークル絹の郷、上田紬織物協同組合、上田蚕種㈱、上田観

光コンベンション協会、信州うえだ農業協同組合、長野大学、上田女子短期大学、千曲会、上田東高等学校同窓会、
シナノケンシ㈱、笠原工業㈱、上田市、

 上田市教育委員会、信州大学繊維学部

●開催期間　10月11日㈭～13日㈯　　●主会場　信州大学繊維学部講堂
●参加費　無料（ただし、懇親会費5,000円、見学会バス代1,000円、
　　　　　弁当希望者1,000円は別途）

第１日目　10月11日㈭
13：00　　開会
13：20～　基調講演 「シルクから新しいファイバーの世界へ」　
  平井利博氏（信州大学繊維学部長）
14：20～　特別講演　金子八郎氏、宮下正光氏（シナノケンシ㈱）、
  尾崎行也氏（上田紬研究会サークル絹の郷）、
  益子輝之氏（民俗研究家）
17：30～　交流会（懇親会）

第２日目　10月12日㈮
9：00～　事例報告会

堀内新也氏（中条村養蚕農家）、藤澤秀機氏（NPO法人マルベリークラブ中部代表理事）、矢島好高氏（ジュエリークリ
エーター）、荻原申子氏（ジュリアードレース）、和久井きみ氏（つまみ絵製作者）、松本章代氏（絹布絵作家）、下谷よし枝
氏（吊雛信州上田雛の会）、塩尻小学校３年生、宮下勝江氏（上田紬研究会サークル絹の郷）、湯本左緒里氏（染織作家）、小
岩井カリナ氏（上田紬組合デザイナー）

12：30～　見学会（バスにて、各コース定員50名）
《Ａ：蚕都資料館めぐり》　丸子郷土博物館見学→シナノケンシ絹糸紡績資料館見学→上田地域総合産業展
《Ｂ：紬工房見学》　上田紬と真田紐見学（常田館）→紬工房見学→塩尻町並み見学→上田地域総合産業展

第３日目　10月13日㈯
11：00～　「糸巻きコカリナ演奏会」黒坂黒太郎氏　　●場所　上田信用金庫ホール
14：00～　「ファッションショーと林マヤさんのおしゃれトーク」　　●場所　信州大学繊維学部講堂

展示・研究発表会「上田紬と真田紐」（上田紬研究会サークル絹の郷）
　　●日時　10月11日㈭～13日㈯10：00～16：00　　●場所　常田館

各種展示会
研究展示／上田紬・シルク関係製品・手芸展示、展示即売など（信州大学繊維学部、上田東高等学校同窓会、シルク関連事業者）

●日時　10月12日㈮・13日㈯10：00～16：00　　●場所　上田地域総合産業展（上田城跡公園体育館・第２体育館）

　蚕都上田シルク・サミット実行委員会事務局
笠原工業㈱内　TEL22・1230　 商工課　TEL23・5396　
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上
田
の
近
代
史
の
基
礎
は
、
養

蚕
業
を
基
盤
と
し
て
発
展
し
ま
し

た
。
当
時
、
養
蚕
製
糸
業
は
、
近

代
日
本
の
基
幹
産
業
で
し
た
。

　

全
国
で
は
唯
一
の
郡
立
小
県
蚕

業
学
校（
現
・
上
田
東
高
等
学
校
）

が
、明
治
25
年
に
創
立
。
続
い
て
、

こ
れ
も
全
国
唯
一
の
上
田
蚕
糸

専
門
学
校（
現
・
信
州
大
学
繊
維

学
部
）が
明
治
43
年
に
開
設
さ
れ
、

上
田
は
日
本
全
国
の
蚕
糸
教
育
を

進
め
る
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
小
県
蚕
業
学
校
初
代
校
長

と
し
て
上
田
の
未
曾
有
の
経
済
発

展
を
も
た
ら
し
た
人
物
こ
そ
三
吉

米
熊
で
す
。米
熊
は
、長
府
藩（
現
・

下
関
長
府
）の
藩
士
だ
っ
た
慎
蔵

の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
駒
場
農
学

校（
現
・
東
京
大
学
農
学
部
）で
農

学
を
修
め
た
後
、
長
野
県
職
員
に

な
り
ま
し
た
。

　

顕
微
鏡
に
よ
る
蚕
の
病
気
発
見

と
卓
越
し
た
養
蚕
技
術
が
高
く
評

価
さ
れ
、
県
下
各
地
に
赴
い
て
技

術
指
導
。
こ
の
業
績
が
、
さ
ら
に

高
い
評
価
を
受
け
、
当
時
の
農
商

務
省
の
派
遣
で
１
８
８
９
年（
明

治
22
年
）に
仏
・
伊
両
国
の
蚕
糸

業
事
情
を
視
察
。
そ
の
後
も
私
費

に
よ
る
留
学
を
続
け
、、
３
年
後

の
１
８
９
２
年
に
帰
国
。
最
新
技

術
を
身
に
つ
け
た
米
熊
は
、
帰
国

後
待
ち
う
け
て
い
た
長
野
県
の
蚕

糸
業
界
の
要
望
で
小
県
蚕
業
学
校

の
初
代
校
長
と
な
り
、
生
涯
を
通

じ
て
上
田
を
ベ
ー
ス
に
日
本
の
蚕

業
の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
い
な
る
功
績
に
よ
り
、

か
つ
て
の
上
田
の
蚕
糸
業
は
大
発

展
し
、
大
正
の
華
や
か
な
時
代
を

迎
え
ま
す
。

三吉米熊という人

満
を
持
し
て
の

上
田
開
催

　
「
遅
す
ぎ
た
開
催
と
い
っ
て
も
い

い
」と
語
る
笠
原
さ
ん
。

　

上
田
開
催
が
決
定
し
た
の
は
、
昨

年
の
８
月
末
の
こ
と
で
し
た
。「
第

１
回
の
岡
谷
市
の
次
に
開
催
さ
れ
て

も
お
か
し
く
な
い
く
ら
い
、
過
去
に

お
い
て
も
、
現
在
で
も
上
田
の
蚕
糸

業
は
全
国
区
。
な
ん
で
、
１
番
と
は

い
わ
な
い
が
、
２
番
に
や
ら
な
か
っ

た
の
か
」。

　

日
本
人
の
好
き
な
偉
人
の
常
に
上

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
、
か
の
幕
末
の

志
士
・
坂
本
龍
馬
。
そ
の
盟
友
と

し
て
交
流
が
あ
り
、
ま
た
当
時
ボ

デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
と
い
う
か
、
エ
ス

ピ
ー
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
三み

吉よ
し

慎し
ん

蔵ぞ
う

。
そ
の
息
子
、
三
吉
米よ
ね

熊く
ま

が

時
の
政
府
の
命
を
受
け
、
全
国
を
飛

び
回
っ
て
蚕
の
飼
育
に
最
適
地
と
し

て
選
び
出
し
た
の
が
、
上
田
の
常
田

だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
蚕
に
い
い
地
は
、
人
間
に
も
い

い
。
現
に
長
野
県
を
日
本
一
の
長
寿

県
に
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
東
信
地

区
で
す
か
ら
。
結
局
は
、
気
候
が
い

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
っ
と
誇

り
に
し
て
、
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
」。

　

笠
原
さ
ん
の
話
は
、
上
田
に
住
む

市
民
の
ほ
と
ん
ど
が
知
り
得
な
い
歴

史
的
背
景
や
、
地
域
的
条
件
に
及
び

ま
す
。

なぜ、上田開催なのか
②

特集　シルク・サミット

蚕都上田の回顧録
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人類永遠の憧れの絹（シルク）、主たる生産
地が海外にいってしまったのは残念なこと
ですが、蚕都上田には蚕種製造に、衣料以
外の用途開発などに情熱を燃やす人々、そ
して何よりも多くに学術、技術、人材、文
化が育っています。ぜひ、また世界に羽ば
たく上田になってほしいと念願します。

過
去
で
は
な
く

未
来
の
産
業
へ

　

し
か
し
、
全
国
的
に
衰
退
し
て
し

ま
っ
た
蚕
糸
業
。
そ
ん
な
中
で
も
、

「
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
は
多
く
の
研
究
員

を
投
入
し
、
カ
ー
ボ
ン
シ
ル
ク
の
実

用
化
も
間
近（
10
月
11
日
に
シ
ル
ク
・

サ
ミ
ッ
ト
で
特
別
講
演
）。
こ
の

地
に
は
全
世
界
に
蚕
種
を
提
供
し
て

い
る
上
田
蚕
種
が
残
っ
て
い
る
。
信

州
大
学
繊
維
学
部
で
研
究
開
発
中
の

〝
ス
パ
イ
ダ
ー
シ
ル
ク
〞、
海
外
で
も

ま
ね
の
で
き
な
い〝
あ
し
ぎ
ぬ
〞の
開

発
な
ど
、
上
田
に
お
い
て
蚕
糸
業
は

過
去
の
産
業
で
は
な
く
、
未
来
の
あ

る
産
業
で
あ
る
こ
と
は
誇
ら
し
い
こ

と
な
ん
で
す
」。

　

他
の
サ
ミ
ッ
ト
会
場
に
行
っ
て

は
、「
来
年
は
上
田
に
来
て
く
だ
さ

い
」と
宣
伝
し
た
と
い
う
笠
原
さ
ん
。

　

シ
ル
ク
・
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
７ 

in 

蚕
都
上
田
の
テ
ー
マ「
伝
統
産
業

か
ら
未
来
へ
」は
、
今
の
上
田
に
ふ

さ
わ
し
い
テ
ー
マ
で
す
。

シルク・サミット 2007 in 蚕都上田
記念絵はがきの挿絵　画：佐伯眞人

笠原一洋（かさはら・かずひろ）さん。
笠原工業㈱代表取締役社長。18名からなる「蚕都上田
シルク・サミット実行委員会」の委員長を務める。

できあがったPR用チラシ。さらに企画
内容の充実を図るために、細部の調整
が進んでいます。

↙

��



堅
苦
し
い

サ
ミ
ッ
ト
は
や
め

　
「
行
程
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に

平
日
の
木
曜
・
金
曜
の
開
催
。
最
初

の
こ
ろ
は
学
術
的
な
こ
と
が
多
過
ぎ

て
、
デ
ニ
ー
ル（
糸
の
太
さ
の
単
位
）

の
よ
う
な
専
門
用
語
が
ど
ん
ど
ん
出

て
く
る
よ
う
な
会
合
だ
っ
た
」と
笠

原
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
「
も
う
少
し
、
わ
か
り
や
す
い
話

を
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
み
ん
な
が

参
加
で
き
る
会
合
に
し
な
く
て
は
い

け
な
い
。
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し
た

い
ん
で
す
」。

　

実
行
委
員
長
の
笠
原
さ
ん
は
、
今

ま
で
開
催
さ
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
に
は
ほ

と
ん
ど
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
桑
だ
、
繭
だ
と
聞
く
と
ど

こ
へ
で
も
行
っ
ち
ゃ
う
か
ら（
笑
）」。

こ
れ
ま
で
の
開
催
で
は
、「
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
が

多
か
っ
た
よ
う
で
、
今
年
は
変
え
て

や
っ
て
み
よ
う
か
と
。
鶴
岡
市（
山

形
県
）な
ど
の
独
自
開
催
の
シ
ル
ク

サ
ミ
ッ
ト
を
見
る
と
、
市
民
が
、
食

品
か
ら
装
飾
品
な
ど
の
体
験
発
表
や

販
売
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い

る
。
上
田
の
サ
ミ
ッ
ト
は
そ
れ
以
上

に
楽
し
い
も
の
に
し
た
い
。
そ
れ
に

は
一
般
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
に

日
程
を
組
ん
で
、
土
曜
日
を
1
日
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
て
や
っ
て
み
よ
う

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

　

繊
維
関
係
者
に
は
信
州
大
学
繊
維

学
部
の
出
身
者
を
始
め
と
し
て
、
上

田
市
出
身
者
が
多
い
こ
の
サ
ミ
ッ
ト

で
、
大
勢
の
人
が
、
1
日
で
も
長
く

楽
し
ん
で
滞
在
し
て
も
ら
う
た
め
、

研
究
発
表
と
は
別
に
い
ろ
い
ろ
と
企

画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

上
田
ら
し
さ
を

全
面
に
出
し
て

　

１
日
目
は
、研
究
発
表
の
ほ
か
に
、

桑
の
木
で
作
っ
た
三
味
線

演
奏
が
披
露
さ
れ
る
懇
親

会
。
２
日
目
は
、
体
験
発

表
と
資
料
館
・
工
房
見
学
。

３
日
目
に
、
信
州
大
学
繊

維
学
部
講
堂
な
ど
で
の
催

し
を
計
画
。

　
「
コ
カ
リ
ナ
の
演
奏
ス

テ
ー
ジ
は
、
丸
子
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
の
全
面
的
協

力
で
実
現
し
ま
す
」。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

は
、
元
パ
リ
コ
レ
の
モ
デ

ル
で
タ
レ
ン
ト
の
林
マ
ヤ

さ
ん
指
導
の
も
と
、「
長

野
大
学
、
上
田
女
子
短
期

大
学
の
学
生
が
授
業
の
一

環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
」。

　

シ
ョ
ー
の
出
演
者
と
し

て
応
募
し
て
き
た
方
は
、

「
若
い
人
を
始
め
年
配
の

方
も
多
い
。
上
田
紬
の
作

品
や
市
内
高
校
生
の
自
作

サミットの内容と
上田らしさ

③

特集　シルク・サミット

昨年９月に行われた「桑の実そば」
の試食会。桑の実の汁を使って
打ったそばは、ほのかな甘みがあ
る。今回のシルク・サミットをきっ
かけにブランド化をめざす。
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　日ごろから、地域活性化のために活動しているまちづくり団体や中心商店街商店主などが、今回のシルク・サミットで、
上田を訪れる関係者や観光客、市民の皆さんに「蚕都上田」をPRし、まちの伝統文化を知っていただく好機と考え、その協
賛イベントを行うための実行委員会を組織しました。
　蚕都として反映した往時の建物が数多く残るこの地でのサミット開催で、上田らしいまちじゅうを巻き込んだものとし
たいと大いに期待しています。
◆蚕都上田の人形さま巡り
　季節などのつるし飾り（シルクを使った秋の風物詩や真田十勇士）を蚕都上田の往時の面影を残す建物や中心商店街へ展
　示し、回遊していただくイベント。
　●期間　10月６日㈯～14日㈰　●場所　中心市街地　●協力　信州上田雛の会
◆蚕都の調べ
　蚕都上田の伝統文化を今に伝える建物や場所などでのコンサート
　●期間　10月６日㈯～13日㈰
　●場所　中心市街地、中丸子のカフェ&ギャラリー「ザイデンシュトラーセン」(Seidenstrassen＝ドイツ語で絹の道)
　●協力　ストリートパフォーマンス実行委員会／文化振興プロジェクトサパクラブ
◆蚕都上田の食＆おみやげ博覧会
　蚕都上田にちなんだ食や品物などをPRする商店街イベント。
　協力店では、上田紡などの和装の店主やおかみさんによるおもてなし。
　●期間　10月６日㈯～14日㈰　●場所　中心商店街、上田市観光会館　●協力　上田市商店会連合会ほか

　蚕都上田の人形さま巡り実行委員会事務局（東井）TEL080・3086・7700

自
演
の
作
品
、
ま
た
、
留
学
生
の
参

加
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
長
野
大
と

上
田
女
子
短
大
の
学
生
が
応
募
者
を

担
当
制
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
上

田
ら
し
さ
を
全
面
に
出
し
て
い
く
予

定
で
す
」。

新
・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
で

市
民
が
誇
れ
る
上
田
に

　

実
行
委
員
会
で
は
、
桑
の
実
そ
ば

の
特
産
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
桑

の
実
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
美
容

食
・
若
返
り
の
薬
。
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
た
っ
ぷ
り
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
負

け
な
い
は
ず
」と
、
笠
原
さ
ん
は
胸

を
張
り
ま
す
。
昨
年
の
9
月
、
試
食

会
の
報
道
に
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

今
後
、
丸
子
修
学
館
高
等
学
校
が

地
域
と
協
力
し
て
桑
の
実
ジ
ャ
ム
を

作
る
計
画
も
あ
り
ま
す
。「
ぜ
ひ
、

ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
け
た
ら
」と
い

う
笠
原
さ
ん
。「
軽
井
沢
の
浅
野
屋

の
パ
ン
が
い
い
例
で
、
東
京
に
も
進

出
し
て
い
る
が
、〝
パ
ン
と
い
え
ば

浅
野
屋
〞と
い
う
ほ
ど
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
確
立
し
て
い
て
、
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
も
買
い
に
行
く
ん
で

す
」。
そ
う
い
う
強
い
ブ
ラ
ン
ド
を

作
る
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
る
。
上
田
に
あ
る
多
様

な
地
域
資
源
を
い
か
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
で
き
る
か
が
鍵
。

　
「
過
去
に
お
い
て
は
、
多
く
の
こ

と
を
上
田
が
世
界
に
発
信
し
て
い
ま

し
た
。
こ
う
い
う
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト

を
き
っ
か
け
に
、
な
ぜ
蚕
都
な
の
か

か
ら
始
ま
っ
て
、
上
田
の
人
も
ま
ち

も
元
気
に
な
っ
て
い
か
れ
れ
ば
い
い

で
す
よ
ね
。
外
か
ら
来
た
人
に
市
民

が
誇
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
ん
で
す
」。

市民力で協賛イベント　市内をアミューズメントパークに

上田情報ライブラリーのPR企画展に展示さ
れた蚕種（蚕の卵）。９月５日からは引き続
き企画展「上田紬・いま」が行われます。
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情
報
ぴ
っ
く
・
あ
っ
ぷ

Information Pick Up

　

午
後
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

第
５
分
科
会

　

私
た
ち
の
ご
み
は
ど
う
な
る
の
？

　
－

ご
み
処
理
の
現
状
を
知
り
、
自
然
環
境

共
生
都
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
こ
う

－

　

前
半
／
出
前
講
座（
市
職
員
）で
ご
み
の
現

状
に
つ
い
て
説
明

　

後
半
／
ご
み
問
題
の
実
践
者
か
ら
の
提
案

な
ど

第
６
分
科
会

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
か
ら「
私
」と「
地
域
」を

見
つ
め
て
み
よ
う

　

助
言
者
／
伊
波
敏
男
氏

　
（
作
家
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
）

第
７
分
科
会

　

上
田
市
と
中
国
っ
て
結
構
関
係
深
い
ん
で

す
。
知
っ
て
ま
す
？

　

〜
中
国
の
少
数
民
族
や
上
田
市
の
姉
妹
都

市「
寧
波（
ニ
ン
ポ
ー
）」に
つ
い
て
〜

　

講
師
／
ビ
ラ
ー
ル
・
イ
リ
ヤ
ス
氏

　
（
長
野
大
学
教
授
）

第
８
分
科
会

　

し
ゃ
べ
ろ
う
!!
本
と
私
と
図
書
館
と
…

　

講
師
／
荒
井
き
ぬ
枝
氏

　
（Editor's M

useum

代
表
）

参
加
費
◎
一
般
／
１
０
０
０
円
、
学
生
／

５
０
０
円（
第
３
分
科
会
に
限
り
、
午
前

　
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
使
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
」と
法
テ
ラ
ス（
日
本
司
法

支
援
セ
ン
タ
ー
）様
か
ら
、
傘
を
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
上
田

市
役
所
本
庁
舎
玄
関
に
設
置
し
ま

す
。

　

突
然
の
雨
で
お
困
り
の
時
に
ご
利

用
い
た
だ
き
、
次
に
来
庁
す
る
時
に

返
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

　

生
活
環
境
課

　
　

TEL
23
・
５
１
２
０

雨傘をご利用ください

あ
な
た
の
好
奇
心
・
探
究
心
を
満
足
さ
せ
ま
す

「
信
州
上
田
夏
季
大
学
２
０
０
７
」参
加
者
募
集
！

　

市
民
有
志
が
学
ん
で
み
た
い
テ
ー
マ
を
持

ち
寄
り
八
つ
の
学
習
会（
分
科
会
）を
企
画
し

ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
分
科
会
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
◎
９
月
23
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所
◎
上
田
市
民
会
館
会
議
室

第
１
分
科
会〈
事
業
者
向
け
分
科
会
〉

　

〜
事
業
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
を
生
か
し
た
事
業
、
様
々
な
業
種
の

視
点
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
〜

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
／
木
口
博
文
氏

第
２
分
科
会

　

公
共
交
通
と
観
光
を
考
え
る

　

講
師
／
中
西
満
義
氏

　
（
上
田
女
子
短
期
大
学
総
合
文
化
学
科
長
）

第
３
分
科
会

　

い
の
ち
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
お
う

　

講
師
／
色
平
哲
郎
氏

　
（
南
相
木
村
国
保
診
療
所
所
長
）

　

廣
瀬
健
氏（
上
田
市
産
院
副
院
長
）

第
４
分
科
会

　

上
田
の
い
い
と
こ
さ
が
し
、
い
い
と
こ
活い

か
し

　

〜
上
田
の
景
観
的
な
魅
力
を
掘
り
起
こ

し
、
そ
の
活
か
し
方
を
考
え
よ
う
〜

　

講
師
／
牧
谷
孝
則
氏

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
／
竹
内
秀
夫
氏

　

小
笠
原
正
氏（
上
田
の
す
て
き
会
）

　

午
前
／
講
演
会

の
み
５
０
０
円
、
午
後
の
み
５
０
０
円
で

も
参
加
可
能
）

申
込
方
法
◎
９
月
19
日
㈬
ま
で
に
参
加
申
込

書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
、
E
メ
ー
ル
で

実
行
委
員
会
へ
。

　

信
州
上
田
夏
季
大
学
２
０
０
７
実
行
委

　

員
会
事
務
局（
生
涯
学
習
課
内
）

　
　

TEL
23
・
６
３
７
０　

FAX
23
・
６
３
６
８

昨年度（信州上田夏季大学2006）分科会
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上
田
市
元
気
な
地
域
づ
く
り
事
業
認
定

武
石
チ
ロ
リ
ン
の
森
で

「
き
の
こ
を
探
し
、採
り
、食
べ
る
」

日
時
◎
９
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜

集
合
場
所
◎
西
武
公
民
館
前（
県
道
美
ヶ
原
公
園

沖
線
・
武
石
観
光
セ
ン
タ
ー
の
約
１
㎞
手
前
）

服
装
◎
山
登
り
の
で
き
る
服
装

持
ち
物
◎
昼
食
、
飲
み
物
、
携
帯
電
話（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
）、
鈴
、
買
い
物
袋
な
ど
。

参
加
費
◎
５
０
０
円（
小
学
生
以
下
は
無
料
）

定
員
◎
先
着
40
名
。
た
だ
し
、
小
中
学
生
の
参
加

は
保
護
者
、ま
た
は
責
任
の
取
れ
る
大
人
同
伴
。

申
し
込
み
◎
チ
ロ
リ
ン
の
森
事
務
局（
井
出
守

雄
／
TEL
86
・
２
０
０
７
）、（
斉
藤
敏
夫
／

TEL
86
・
２
０
５
１
）、（
鎌
形
輝
夫
／
TEL
86
・

０
４
５
６
）の
い
ず
れ
か
へ
。

注
意
事
項
◎
チ
ロ
リ
ン
の
森
は
自
然
の
山
で
す
。

ご
自
分
の
体
力
・
健
康
な
ど
を
考
慮
し
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
山
の
中
で
の
事
故
な
ど

に
つ
い
て
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、
保

険
な
ど
は
各
自
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　

チ
ロ
リ
ン
の
森
事
務
局（
井
出
）

　
　

TEL
86
・
２
０
０
７

景観ウォーキング

塩田平の
田園風景と歴史を学ぶ
　秋の塩田平を探索します。市坂峠からの雄大なながめ、
のどかな田園風景、ため池、木造の校舎、城下町の町割
や「鎌倉道」跡などを訪ね歩き、地域の歴史や景観につい
て考えます。
日時◎９月30日㈰
　　　午前９時～午後３時30分ごろ（※小雨決行）
コース◎別所温泉駅⇒市坂峠⇒山田池⇒満願寺⇒舌喰池
⇒旧西塩田小学校⇒塩田城跡・前山寺⇒城下町町割跡
⇒泥宮⇒塩田町駅（約11.5㎞）

集合場所◎別所温泉駅（午前８時40分から受付）
交通手段◎上田電鉄別所線・上田駅午前８時20分発（別
所温泉駅午前８時50分着）をご利用ください。帰りは
塩田町駅で解散。なお、駐車場はありません。
持ち物◎昼食、飲み物、雨具ほか。
参加費◎無料（拝観料は各自負担）
募集締切◎９月28日㈮
申し込み◎住所、氏名、参加人数、電話番号を都市計画
課へ。なお、当日参加もできます。
　 都市計画課　TEL22・4100（内線1575）

実りの秋を満喫しましょう

ぶどう収穫体験参加者募集！
　広大なぶどう畑でのワイン用ぶどうの収穫体験をしま
せんか。簡単な昼食、ワイン１本をプレゼント。
日時◎10月１日㈪午前８時30分～午後３時
場所◎ぶどう畑「マリコ・ヴィンヤード」（丸子・塩川
陣場地区）
参加費◎無料
持ち物◎摘果ハサミ（無い方には貸し出します）。
応募締切◎９月21日㈮
　 産業観光課　TEL42・1037
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Information A La Carte

お
知
ら
せ

A La CarteInformation

若
者
の
自
立
支
援

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
相
談
会

　

仕
事
に
就
け
な
い
悩
み
を
持
っ
て
い
る

若
者
や
保
護
者
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談

で
す
。
文
部
科
学
省
委
託
の「
ニ
ー
ト
支

援
モ
デ
ル
事
業
」で
、
臨
床
心
理
士
や
、

支
援
団
体
、
行
政
機
関
、
就
労
支
援
機
関

な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
会
場　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

●
日
程　

相
談
に
よ
り
決
定

●
申
し
込
み　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
TEL

22
・
７
１
１
７
／
受
付
時
間
は
午
後
１

時
〜
10
時
）へ
、
9
月
20
日
㈭
以
降
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

長
寿
の
皆
さ
ん
に

敬
老
祝
金
を
お
贈
り
し
ま
す

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
敬
老
の
意
を
表

し
、
長
寿
を
祝
福
し
て
敬
老
祝
金
を
お
贈

り
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
各
地
区

の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
を
通
じ
て
９
月
中
に
お
贈
り
し
ま

す
。

●
金
額　

88
歳（
大
正
８
年
４
月
１
日
〜

大
正
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
）／
１
万
円
、
99
歳
以
上（
明
治
42

年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）／

３
万
円

●
対
象　

９
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
所

が
あ
る
該
当
者

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
３
１

ひ
き
こ
も
り
の
方
の

家
族
教
室
に
ご
参
加
を

　
「
ひ
き
こ
も
り
」は
家
族
の
正
し
い
理
解

と
対
応
が
、
本
人
の
回
復
の
一
歩
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

●
日
程　

９
月
18
日
㈫
／
講
演「
ひ
き
こ

　

も
り
と
は
？
」、
10
月
22
日
㈪
／
聴
き

か
た
・
話
し
か
た
の
癖
を
知
ろ
う（
実

践
）、
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
広
場
の
紹
介

●
時
間　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
40
分
〜
４

時（
午
後
1
時
20
分
か
ら
受
付
）

●
会
場　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
講
師　

今
井
敏
弘
氏（
長
野
県
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
臨
床
心
理
士
）

●
定
員　

30
名
程
度（
原
則
２
日
と
も
参

加
で
き
る
方
）

●
申
し
込
み　

９
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
う
え
だ

第
３
回
公
開
講
座

　

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
で
は
現
在
、
子
ど

も
の
声
を
聴
く
電
話
の「
受
け
手
」養
成
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ

て
、
一
般
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
公
開
講
座
を
開
き
ま
す
。

●
日
時　

９
月
９
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
会
場　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
演
題　
「
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生

き
る
た
め
の
権
利
と
は
〜
プ
レ
ー
パ
ー

ク
に
集
ま
る
子
ど
も
た
ち
〜
」

●
講
師　

天
野
秀
昭
氏（
せ
た
が
や
チ
ャ

イ
ル
ド
ラ
イ
ン
理
事
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク

せ
た
が
や
理
事
）

●
参
加
費　

５
０
０
円（
資
料
代
）

　

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
事
務
局

　
　

TEL
０
９
０
・
３
５
６
５
・
７
０
８
６

就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

市
内
の
44
調
査
区
約
６
６
０
世
帯
で
、

15
歳
以
上
の
世
帯
員
を
対
象
と
す
る「
平

成
19
年
就
業
構
造
基
本
調
査
」が
、
10
月

１
日
を
基
準
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
９
月
下
旬
か
ら「
調
査

員
証
」を
携
帯
し
た
調
査
員
が
調
査
票
を

持
っ
て
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
皆
さ
ん
の

お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
対
象
世
帯
に
は
９
月
中
旬

に
、
市
か
ら
調
査
依
頼
は
が
き
を
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

情
報
推
進
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
０
０
９
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
や
啓
発
、
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
何

か
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
27
・
８
５
１
７

違
法
な
立
て
看
板
や
ビ
ラ
を

撤
去
し
ま
す

　

９
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
は「
屋
外
広

告
物
適
正
化
旬
間
」で
す
。
こ
の
期
間
中
、

市
で
は
県
や
関
係
機
関
な
ど
と
協
力
し

今
月
の
表
紙

真田まつり・子どもみこし

　８月４日に真田運動公園を主会場
に開かれた、第23回真田まつり。こ
の祭りが始まったのは、昭和60年の
こと。「真田太平記（池波正太郎原作）」
がNHKの水曜ドラマとして、その年
の４月から放送されたことがきっか
けでした。以来、８月の第１土曜日
に開催され、地域の夏祭りとして親
しまれています。今年も午前から夜
にかけて多くの催しで盛り上がり、
当初から続いているみこしには16基
の子どもみこしが参加し、「わっしょ
い、わっしょい」と元気な掛け声で会
場内を練り歩きました。
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

て
、
街
灯
や
電
柱
な
ど
に
取
り
付
け
ら
れ

た
立
て
看
板
や
ビ
ラ
な
ど
の
一
斉
除
去
を

行
い
ま
す
。
違
反
広
告
を
見
つ
け
た
ら
、

都
市
計
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

催
し

A La CarteInformation

ア
レ
ッ
？
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ「
ア
レ
ッ
？

ト
ゴ
ル
フ
」の
大
会
を
開
催
し
ま
す（
上
田

市
元
気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
）。
３

人
一
組
の
チ
ー
ム
で
競
い
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
初
心
者
で
も
楽
し
め
ま
す
。

●
日
時　

10
月
13
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

１
時

●
会
場　

御
屋
敷
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場（
真
田
町
本
原「
真
田
氏
館
跡
」）

●
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

●
参
加
費　

一
人
１
０
０
０
円
、
小
中
学

校
生
は
５
０
０
円（
懇
親
会
、
保
険
代

等
含
む
）。
用
具
の
貸
し
出
し
は
無
料
。

●
表
彰　

特
別
賞
な
ど
多
数
。

●
申
し
込
み　

ま
ち
づ
く
り
協
働
課
や
各

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
地
域
振
興
課
、

各
公
民
館
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
ず

３
名
で
９
月
30
日
㈰
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

新
上
田
市
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務

局（
土
屋
）　

TEL
24
・
３
３
４
４

男
女
共
同
参
画
推
進
映
画
会

「
父
と
暮
ら
せ
ば
」

●
日
時　

10
月
12
日
㈮
午
後
７
時
〜
（
上

映
１
時
間
30
分
）

●
会
場　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル

●
料
金　

一
般
／
５
０
０
円
、
中
学
生
以

下
／
３
０
０
円（
全
席
自
由
）。
な
お
、

チ
ケ
ッ
ト
は
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

市
民
生
活
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

●
託
児　

ご
希
望
の
方
は
10
月
１
日
㈪
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
０
５
２

ふ
れ
あ
い
広
場
in
さ
な
だ

●
日
時　

９
月
９
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時

●
会
場　

真
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●
内
容　

乗
馬
、木
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
、

囲
碁
将
棋
、
工
作
、
お
話
や
昔
の
遊
び

コ
ー
ナ
ー
な
ど
。
福
祉
バ
ザ
ー
は
午
前

10
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
。
２
時
か
ら

は
ブ
ラ
ッ
ク
サ
タ
ン
シ
ョ
ー
が
あ
り
ま

す
。

　

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
真
田
地
区

セ
ン
タ
ー　

TEL
72
・
２
９
９
８

戦
没
者
等
遺
族
特
別
弔
慰
金

未
請
求
の
方
は
手
続
き
を

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い

な
い
場
合
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
ご

遺
族
の
う
ち
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
請
求
期
限
は
平
成
20
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
の
で
、
未
請
求
の
方
は

福
祉
担
当
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

福
祉
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
３
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

エコ･ハウス
TEL23･5144
布ぞうり作り
　日時◆９月18日㈫･25日㈫の
　　　　10：00 ～ 15：00（２回コース）
　持ち物◆ゆかたなどの木綿の布、もの
　　　　　さし（30㎝）、はさみ、弁当
　参加費◆130円　　定員◆10名
マイバッグ作り
　日時◆９月13日㈭
　　　　10：00 ～ 12：00（午前の部）
　　　　13：00 ～ 15：00（午後の部）
　持ち物◆裁縫道具
　参加費◆350円　　定員◆各８名
銀粘土でアクセサリー作り
　日時◆９月19日㈬10：00 ～ 15：00
　持ち物◆磨き作業用のぼろ布、弁当
　参加費◆600円　　定員◆10名
さき織り教室
　日時◆９月20日㈭10：00 ～ 12：00
　　　　（実際の織りは後日）
　持ち物◆不用になった着物
　参加費◆600円　　定員◆15名

＜広告欄＞
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Information A La Carte

サ
ロ
ン
ト
ー
ク

真
田
太
平
記
と
池
波
さ
ん

　

作
家
・
池
波
正
太
郎
さ
ん
の「
真
田
太

平
記
」全
巻
を
９
年
間
に
わ
た
り
担
当
し

た
、
元「
週
刊
朝
日
」編
集
委
員
の
重し
げ

金か
ね

敦あ
つ

之ゆ
き

氏
が
、
池
波
正
太
郎
さ
ん
の
人
と
な
り

と
生
活
を
通
し
て
、
そ
の
誕
生
か
ら
完
成

ま
で
の
秘
話
を
語
り
ま
す
。
東
京
の
下
町

に
生
ま
れ
た
池
波
さ
ん
が
、
な
ぜ
信
州
の

上
田
に
魅
か
れ
た
の
か
。
知
ら
れ
ざ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に「
池
波
ワ
ー
ル
ド
」の

魅
力
に
迫
り
ま
す
。

●
日
時　

10
月
３
日
㈬
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
会
場　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

●
講
師　

重
金
敦
之
氏（
文
芸
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）

●
参
加
費　

５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

●
定
員　

50
名

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
池
波
正
太

郎
真
田
太
平
記
館
へ
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

秋
の
調
べ
♪

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＆
チ
ェ
ロ

　

芸
術
の
秋
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ

の
ソ
ロ
演
奏
や
、
デ
ュ
オ
の
調
べ
を
し
っ

と
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
15
日
㈯
午
後
６
時
30
分
開

演（
６
時
開
場
）

●
会
場　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
出
演　

村
上
あ
ゆ
美
さ
ん（
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
）、
原
香
恋
さ
ん（
チ
ェ
ロ
）

●
定
員　

70
名

●
入
場
料　

１
５
０
０
円（
前
日
ま
で
の

予
約
は
１
３
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

男み
ん
な女
が
つ
く
る
い
き
い
き
上
田

　

み
ん
な
が
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
、
交
流
会
や
展
示
、
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

●
日
時　

９
月
30
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

●
会
場　

中
央
公
民
館

●
イ
ベ
ン
ト
内
容　

午
前
の
部
／
開
会
式

と
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
交
流
会
、

午
後
の
部（
１
時
30
分
〜
）／
講
演「
男

女
が
つ
く
る
理
想
の
社
会
へ
」（
講
師
／

信
濃
毎
日
新
聞
社
主
筆
・
中
馬
清
福
氏
）

●
参
加
費　

無
料

●
そ
の
他　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
午
前
の
部
、
午
後
の
部
の
み
の
参

加
も
可
で
、
昼
食
販
売
も
有
り
ま
す
。

な
お
、
託
児
希
望
者
は
９
月
14
日
㈮
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

信
濃
国
分
寺
資
料
館
特
別
展

古
代
信
濃
の
文
字

　

弥
生
時
代
後
期
の
木
島
平
村
根
塚
遺
跡

出
土
の
土
器
片（
長
野
県
宝
）、
松
本
市
下

神
遺
跡
出
土
の
平
安
時
代
前
期
の
文
字
資

料
、
信
濃
国
分
寺
僧
寺
跡
か
ら
昨
年
出
土

催し　前ページの続き

上田わっしょい
踊り・衣装コンテスト結果発表

お知らせ

　７月28日の「第36回上田わっしょい」で行
われた、踊り・衣装コンテストの受賞連の皆
さんを紹介します。多くの方にご参加いただ
き、誠にありがとうございました。
＜踊りコンテスト＞
（正調部門）長野病院連、武石連、東部保育園・
十字手裏剣黒忍者登場！連、神川ミックス
ベジタブル連

（オリジナル部門）上田染谷丘高校舞踊班＋
Family連、舞ドリーム／Ｄream KIDS連
＜衣装コンテスト＞
（正調部門）材木町自治会連、常磐町連、アザ
レ・BALANCE・グループ・C&C連、下塩
尻自治会連

（オリジナル部門）THE 五組連、上田わっト
ニ・S.YAZAWA連
　上田わっしょい実行委員会事務局
　　（ 観光課内）TEL23･5408

＜広告欄＞
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

し
た
九く

九く

数ざ
ん

の
平
瓦
な
ど
、
県
内
の
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
器
、
刻
書
土
器
、

文
字
瓦
、
古
代
印
な
ど
貴
重
な
資
料
を
展

示
し
ま
す
。

●
開
催
期
間　

９
月
15
日
㈯
〜
11
月
４
日

㈰（
毎
週
水
曜
休
館
）

●
観
覧
料　

一
般
／
２
５
０
円
、
市
内
の

小
・
中
・
高
生
／
無
料

●
説
明
会　

９
月
16
日
㈰
、
10
月
14
日
㈰

の
午
前
10
時
と
午
後
２
時
か
ら
各
１
時

間
程
度
、展
示
品
の
解
説
を
し
ま
す（
申

し
込
み
不
要
／
観
覧
料
要
）。

　

信
濃
国
分
寺
資
料
館

　
　

TEL
27
・
８
７
０
６

第
21
回
依
田
窪
病
院
祭

　
「
地
域
と
地
域
を
つ
な
ぐ
病
院
に
な
る

た
め
に
〜
心
は
い
つ
も
ハ
ー
ト
フ
ル
〜
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す（
入
場
無
料
）。

●
日
時　

９
月
９
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

１
時

●
会
場　

依
田
窪
病
院
、
老
人
保
健
施
設

い
こ
い

●
イ
ベ
ン
ト
内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
蓼

科
高
校
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
演
奏（
午
前
９

時
〜
）、
医
療
相
談
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
・

模
擬
売
店（
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
）、

黒
坂
黒
太
郎
コ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

（
午
前
10
時
〜
）、
豪
華
景
品
が
当
た

る
お
楽
し
み
抽
選
会（
午
後
０
時
30
分

〜
）、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
丸
子
北
中
学

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド（
午
後
１
時
〜
）

　

依
田
窪
病
院　

TEL
68
・
０
０
３
６

上
田
レ
デ
ィ
ー
ス･

オ
ー
プ
ン

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
大
会

●
日
時　

10
月
21
日
㈰
午
前
９
時
30
分
試

合
開
始（
９
時
か
ら
受
付
）

●
会
場　

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館

●
内
容　

上
級
、
中
級
、
初
心
者
・
初
級

の
３
ク
ラ
ス
別
の
ダ
ブ
ル
ス

●
対
象　

市
内
在
住
及
び
近
隣
の
女
性

●
参
加
費　

一
組
２
０
０
０
円（
当
日
持

参
）

●
持
ち
物　

試
合
が
で
き
る
服
装
、
ラ

ケ
ッ
ト
、
普
通
の
水
鳥
球（
試
合
球
と

し
て
持
ち
寄
り
）

●
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
書
を
10
月
12

日
㈮
ま
で
に
事
務
局
へ
。

　

上
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局

（
金
井
）　

TEL
／
FAX
27
・
４
３
２
０

丸
子
金
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　
「
塩
川
お
は
な
し
の
会
」の
皆
さ
ん
に
よ

る
楽
し
い
お
話
の
世
界
を
、
親
子
で
ご
一

緒
に
ど
う
ぞ
。

●
日
時　

９
月
15
日
㈯
午
前
10
時
〜

●
会
場　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

●
内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

上田市景観マップが完成
　市内の建築物や町並み、史跡、文化財
など景観ポイント133か所を地図上に配
して紹介するホームページ「上田市景観
マップ　上田市みどころ１番！」が完成
しました。ぜひご覧ください。
　URL◆http://map.umic.jp/

インターネット入門講座
　内容◆インターネットを初めて体験す
　　　　る方のための初心者対象講座
　日時◆９月20日㈭13：30 ～ 16：00
　料金◆1,500円
　定員◆16名（要事前申し込み）

インターネット応用講座 徹底検索編
　内容◆基本的な検索方法から特殊な検
　　　　索の仕方やコツを学ぶ
　日時◆９月27日㈭13：30 ～ 16：00
　対象◆キーボード･マウス操作できる方
　料金◆1,500円
　定員◆16名（要事前申し込み）

パソコンシニア塾・第六期生募集
　内容◆パソコンの基本操作と
　　　　Word入門編
　日時◆９月28日から毎週金曜日
　　　　（全12回）10：00 ～ 12：00
　対象◆パソコン初心者で60歳以上の方
　定員◆16名（応募多数の場合抽選／最
　　　　小催行５名）
　料金◆12,000円（２回分割／テキスト
　　　　代別途1,239円）
　締切り◆９月21日㈮

パソコン相談室
　日時◆毎週火・土曜日
　　　　10：00 ～・10：45 ～
　料金◆無料
　定員◆各回２名（要事前申し込み）

マルチメディア
情報センター
TEL39･1000
URL http://www.umic.jp/

＜広告欄＞
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Information A La Carte

長
野
大
学
新
学
部

開
設
記
念
事
業

　

長
野
大
学
で
は
、
新
学
部
開
設
を
記
念

し
、
講
演
会
や
各
学
部
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

（
す
べ
て
入
場
無
料
）。

◇
企
業
情
報
学
部「
色
彩
情
報
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
in
長
野
〜
色
彩
と
デ
ジ
タ
ル
画
像

の
地
域
産
業
・
文
化
へ
の
応
用
〜
」

●
日
時　

９
月
７
日
㈮
午
後
１
時
〜
６

時
、
８
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
15

分
●
会
場　

長
野
大
学
リ
ブ
ロ
ホ
ー
ル

◇
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
環
境
と
観
光
が
拓
く
地
域
の
未
来
」

●
日
時　

９
月
29
日
㈯
午
後
１
時
〜
６
時

●
会
場　

万
平
ホ
テ
ル
ハ
ッ
ピ
ー
バ
レ
ー

ホ
ー
ル（
軽
井
沢
）

◇
社
会
福
祉
学
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
社
会

福
祉
学
部
デ
ー
〜
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
築
き
理
論
と
実
践
を
つ
な
ぐ
〜
」

●
日
時　

10
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●
会
場　

長
野
大
学
４
号
館
ほ
か

◇
学
部
開
設
記
念
講
演
会「
新
た
な
地
域

の
創
造
〜
21
世
紀
の
大
学
の
役
割
〜
」

●
日
時　

10
月
28
日
㈰
午
後
２
時
30
分
〜

５
時

●
会
場　

長
野
大
学
リ
ブ
ロ
ホ
ー
ル

●
講
師　

清
成
忠
男
氏（
法
政
大
学
学
事

顧
問
、
前
総
長
）

　

長
野
大
学
企
画
広
報
課

　
　

TEL
39
・
０
０
２
０

講
座
・
教
室

A La CarteInformation

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

　

地
域
や
職
場
な
ど
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
社
会
形
成
の
た
め
の
実
践
的
な
知
識

や
技
能
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。
男
女
を

問
わ
ず
学
習
意
欲
の
あ
る
方
、
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
活
動
で
き
る

方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

９
月
27
日
㈭
／
「
も
し
も
認
知

症
に
な
っ
た
ら
〜
家
族
の
支
え
〜
」（
講

師
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
じ
ろ
べ
え
代
表
・

中
沢
純
一
氏
）、
10
月
23
日
㈫
／
「
青

少
年
犯
罪
の
現
状
に
つ
い
て
」（
講
師
／

丸
子
警
察
署
員
）、11
月
14
日
㈬
／
「
多

文
化
共
生
を
考
え
よ
う
」（
講
師
／
上
田

市
国
際
交
流
協
議
会
顧
問
・
浅
井
常
子

氏
）

●
時
間　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
●
会
場　

丸
子
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

●
定
員　

各
回
50
名
程
度

●
そ
の
他　

託
児
を
ご
希
望
の
方
は
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
０
５
２

甲
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

●
日
時　

10
月
17
日
㈬
・
18
日
㈭
の
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
会
場　

上
田
市
民
会
館
２
階
大
会
議
室

●
対
象　

防
火
管
理
業
務
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
管
理
的
な
立
場
に
あ
る
方

●
定
員　

先
着
１
１
０
名

●
受
講
料　

会
員
／
３
５
０
０
円
、
非
会

員
／
５
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

上
田
広
域
消
防
本
部
予
防

課
ま
た
は
丸
子
、
真
田
、
依
田
窪
南
部
、

東
御
の
各
消
防
署
へ
。
９
月
18
日
㈫
午

前
９
時
か
ら
受
付
開
始
。

　

上
田
広
域
消
防
本
部
予
防
課

　
　

TEL
26
・
０
０
２
９

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

子
ど
も
た
ち
に
物
語
の
楽
し
さ
を
伝
え

る「
お
は
な
し
を
語
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を

養
成
し
ま
す
。

●日程　A、Bのいずれかのグループをお選び
ください。全６回の講座で、時間はいずれも
午前10時～正午まで。県外講師による講座
もあります（期日未定）。託児希望の方はＡグ
ループでお申し込みください。

Ａ
グループ

９/27・10/25・11/22・１/24・２/21・
ほか１日

Ｂ
グループ

10/ ５・11/ ９・12/ ７・１/10・２/１・
ほか１日

●
会
場　

上
田
図
書
館

催し　前ページの続き
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

●
講
師　

山
浦
美
幸
さ
ん（
お
は
な
し
ざ

し
き
わ
ら
し
の
会
代
表
）

●
定
員　

40
名

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

９
月
７
日
㈮
か
ら
受
付
開

始
。
電
話
で
上
田
図
書
館
へ
。

　

上
田
図
書
館　

TEL
22
・
０
８
８
０

公
開
講
座

情
報
検
索
最
前
線
！

　

情
報
が
は
ん
濫
す
る
現
代
に
お
い
て
、

信
頼
で
き
る
情
報
を
集
め
る
に
は
？　

図

書
館
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
い
、
最
先
端

の
情
報
技
術
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

９
月
24
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
会
場　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
講
師　

小
山
憲
司
氏（
三
重
大
学
人
文

学
部
）

●
受
講
料　

５
０
０
円

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

消
費
生
活
大
学

　

消
費
者
問
題
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識

を
習
得
し
、
地
域
に
お
い
て
消
費
者
活
動

が
で
き
る
方
を
養
成
し
ま
す
。

●
開
講
期
間　

10
月
25
日
㈭
〜
12
月
13
日

㈭
の
う
ち
６
日
間（
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

●
会
場　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●
内
容　

消
費
者
問
題
、
消
費
者
行
政
、

経
済
知
識
、
生
活
知
識
、
生
活
設
計
、

法
律
知
識
、
特
別
講
座（
体
験
学
習
）

●
対
象　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

10
月
10
日
㈬
ま
で
に
生
活

環
境
課
へ
。

　

生
活
環
境
課

　
　

TEL
22
・
４
１
４
０

　
　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
27
・
８
５
１
７

手
話
ダ
ン
ス
講
習
会

●
日
時　

９
月
14
日
㈮
・
21
日
㈮
、
10
月

12
日
㈮
・
19
日
㈮
の
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
会
場　

真
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
講
堂

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

上
履
き

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
。
当

日
参
加
も
で
き
ま
す
。

　

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
真
田
地
区

セ
ン
タ
ー　

TEL
72
・
２
９
９
８

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
後
期
教
室

●
日
程　

９
月
12
日
〜
11
月
28
日（
各
水

曜
・
午
後
７
時
〜
９
時
／
全
11
回
）

●
会
場　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
定
員　

60
名

●
参
加
費　

３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

９
月
11
日
㈫
ま
で
に
参
加

料
を
添
え
て
体
育
課
へ（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）。

　

上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
協
会
事
務

局（
五
味
）　

TEL
27
・
８
５
７
４

お知らせ
差押えた不動産を
公売します
●公売物件

●入札日時　11月21日㈬
　　　　　　午後２時30分（１時から受付）
●場所　市役所南庁舎第３会議室（５階）
●注意事項
　①入札前に市役所収納管理課に備えつけてある「公

売公告兼見積価額公告」及び「公売広報」をご覧く
ださい。

　②農地の場合、入札参加に適格者証明が必要です。
　③公売当日までに滞納者が市税等を完納した場合、

公売を中止することがあります。
　④その他、詳細情報は上田市ホームページをご覧

ください。
　 収納管理課　TEL23･5172

物件№ 所在 種別 面積

１ 住吉字湯入3149-2 畑 250.00㎡
住吉字湯入3149-3 宅地 26.07㎡

２ 真田町長字雁石5872-10 畑 166.00㎡
３ 菅平高原1223-2710 畑 1371.00㎡

＜広告欄＞
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Information A La Carte

講座・教室　前ページの続き

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

後
期
教
室

●
日
程　

10
月
15
日
〜
来
年
３
月
17
日（
各

月
曜
・
午
後
７
時
〜
９
時
／
全
11
回
）

●
会
場　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方（
学
生

を
除
く
）

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

２
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

９
月
10
日
㈪
〜
10
月
５
日

㈮
の
間
に
参
加
料
を
添
え
て
、
体
育
課

ま
た
は
丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・
武

石
の
各
地
域
教
育
事
務
所
体
育
担
当

へ
。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

　

専
門
の
先
生
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
講

義
と
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
程　

10
月
３
日
㈬
／
親
子
で
身
体
を

動
か
し
て
、
11
月
７
日
㈬
／
手
作
り
絵

本
、
12
月
19
日
㈬
／
食
育
・
調
理
実
習
、

平
成
20
年
１
月
23
日
㈬
／
絵
本
と
子
育

て
、
２
月
20
日
㈬
／
歯
の
健
康
と
生
活

●
時
間　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

●
会
場　

中
央
公
民
館

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
材
料
、
保
険

代
）

●
申
し
込
み　

９
月
４
日
㈫
か
ら
中
央
公

民
館
で
受
け
付
け（
電
話
受
付
可
）。

●
託
児　

４
か
月
の
お
子
さ
ん
か
ら
お
預

か
り
し
ま
す
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

初
心
者
講
習
会

　

上
田
市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
の
指
導

に
よ
る
、
初
心
者
向
け
の
講
習
会
で
す
。

●
日
時　

９
月
18
日
㈫
午
前
８
時
〜
正
午

●
会
場　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

●
定
員　

先
着
50
名

●
参
加
費　

８
０
０
円（
当
日
徴
収
）

●
申
し
込
み　

９
月
１
日
㈯
〜
15
日
㈯
の

営
業
時
間
内
に
、
塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
へ（
電
話
受
付
可
）。

●
そ
の
他　

用
具
を
お
持
ち
の
方
は
、
ス

テ
ィ
ッ
ク
と
ボ
ー
ル
２
個
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
終
了
後
は
自
由

に
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。

　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　

TEL
39
・
４
４
５
５

子
育
て
応
援
講
座

親
子
で
楽
し
く
遊
ぼ
う

　

幼
児
教
育
を
専
門
と
す
る
先
生
の
指
導

で
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
遊
び
ま
す
。

●
日
時　

９
月
21
日
㈮
、
10
月
5
日
㈮
の

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場　

神
川
地
区
公
民
館

●
講
師　

島
崎
あ
か
ね
氏（
上
田
女
子
短

期
大
学
講
師
）

●
参
加
費　

親
子
で
１
０
０
円（
保
険
料
）

●
定
員　

20
組

●
申
し
込
み　

９
月
７
日
㈮
か
ら
電
話
で

受
け
付
け
。
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

の
間
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

神
川
地
区
公
民
館

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

後
期
教
室

●
日
時　

９
月
15
日
〜
（
各
土
曜
・
午
前

９
時
〜
11
時
／
全
10
回
）

●
会
場　

上
田
城
跡
公
園
内
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場（
招
魂
社
隣
り
）

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
。
障
害

を
お
持
ち
の
方
、
車
い
す
の
方
も
参
加

可
。

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
し
込
み　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　

上
田
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

（
猪
飼
）

　
　

TEL
０
９
０
・
９
２
４
４
・
０
２
５
０

長
野
大
学
連
携
講
座

傾
聴
実
技
講
座
パ
ー
ト
Ⅱ

　

効
果
的
な
聴
き
方
の
基
本
、
実
践
的
な

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
術
や
考
え
方
を
習
得

し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
10
日
㈬
か
ら
全
5
回
・
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
会
場　

中
央
公
民
館

●
講
師　

笠
井
昇
氏（
長
野
産
業
保
健
推

進
セ
ン
タ
ー
産
業
保
健
相
談
員
）

●
受
講
料　

５
０
０
円（
初
日
に
徴
収
）

●
定
員　

12
名

●
申
し
込
み　

９
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
で

受
け
付
け（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

＜広告欄＞
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

り
）。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

障
害
者
就
職
面
接
相
談
会

事
前
研
修
講
座

　

９
月
28
日
㈮
に
行
わ
れ
る「
障
害
者
就

職
面
接
相
談
会
」の
出
席
予
定
者
を
対
象

と
す
る
研
修
会
。
履
歴
書
の
書
き
方
、
面

接
の
対
処
方
法
な
ど
を
具
体
的
に
学
び
ま

す
。

●
日
時　

９
月
20
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

●
会
場　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室

●
持
ち
物　

履
歴
書
、
履
歴
書
用
の
写
真

　

上
小
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー　

TEL
27
・
２
０
８
４

第
20
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

９
月
15
日
㈯
午
後
３
時
〜
４
時

●
会
場　

長
野
病
院
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

●
演
題　

本
当
に
怖
い
高
血
圧
症
の
話

●
講
演
者　

津
田
泰
利
心
臓
血
管
外
科
医

長
●
参
加
費　

無
料

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
期
間　

10
月
〜
来
年
３
月（
毎
月
第

１
・
３
・
４
金
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
／
全
20
回
）

●
会
場　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

概
ね
60
歳
以
上
の
初
心
者（
福
寿

ク
ラ
ブ
会
員
優
先
）

●
定
員　

先
着
15
名

●
参
加
費　

６
０
０
０
円（
資
料
代
別
途
）

●
持
ち
物　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
以
前
の

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

●
申
し
込
み　

９
月
28
日
㈮
ま
で
に
福
寿

ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
。

　

上
田
地
域
福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局（
白
井
）　

TEL
23
・
２
３
８
７

募
集

A La CarteInformation

男
女
共
同
参
画
推
進

事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
者
を
表
彰
し
ま
す
。

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市

内
の
事
業
者（
事
業
活
動
を
行
う
個
人
、

法
人
、
非
営
利
団
体
及
び
自
治
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
各
種
団
体
な
ど
）。

①
女
性
の
能
力
活
用
や
職
域
拡
大
の
た
め

の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

事
業
者
。

②
家
庭
生
活
と
仕
事
、
そ
の
他
の
活
動
を

両
立
支
援
す
る
た
め
の
独
自
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
。

③
そ
の
他
、
男
女
が
共
同
し
て
参
画
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
。

●
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
12
月
10
日
㈪
ま

で
に
人
権
男
女
共
同
参
画
課
へ
。
応
募

用
紙
は
同
課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

　

10
月
開
催
の「
う
え
だ
環
境
フ
ェ
ア
」に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
20
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
会
場　

上
田
創
造
館

●
出
店
料　

無
料

●
申
し
込
み　

９
月
21
日
㈮
ま
で
に
生
活

環
境
課
へ
。

　

生
活
環
境
課

　
　

TEL
22
・
４
１
４
０

ピ
ア
ノ
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

出
場
ピ
ア
ニ
ス
ト
募
集

　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル
の
ピ

ア
ノ（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル

フ
ァ
ー
２
９
０
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
）を
開
放

し
、
愛
好
者
の
皆
さ
ん
に
弾
い
て
い
た
だ

く
演
奏
会
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
28
日
㈰
の
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分（
１
部
）、
午
後
１
時
〜
３

時（
２
部
）、
午
後
３
時
〜
５
時（
３
部
）

●
会
場　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル

●
演
奏
方
法　

独
奏
、
連
弾
、
他
楽
器

と
の
合
奏
な
ど
ピ
ア
ノ
を
使
用
し
た
演

奏
。

●
演
奏
時
間　

一
人
10
分
以
内
な
ら
何
曲

で
も
可（
時
間
厳
守
）。

●
参
加
費　

５
０
０
円（
後
ほ
ど
個
々
に

郵
送
す
る
演
奏
記
念
Ｃ
Ｄ
作
成
代
）

●
申
し
込
み　

９
月
８
日
㈯
〜
10
月
７
日

㈰
の
間
に
丸
子
文
化
会
館
窓
口
で
、
本

人
ま
た
は
保
護
者
の
方
が
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い（
各
部
と
も
演
奏
時
間
に
達

し
次
第
締
め
切
り
）。

　

丸
子
文
化
会
館　

TEL
42
・
０
０
０
１

リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

参
加
者
募
集

　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｗ
Ａ
Ｙ
＆
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｓ（
ス

タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
）の
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
を

バ
ッ
ク
に
、
音
楽
村
の
ス
テ
ー
ジ
で
楽
し

く
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

10
月
21
日
㈰
午
後
１
時
〜

●
会
場　

信
州
国
際
音
楽
村
ホ
ー
ル
こ
だ

ま
●
演
奏
形
態　

独
唱
、
重
唱
、
合
唱（
５

名
程
度
ま
で
）。
ジ
ャ
ン
ル
は
何
で
も

よ
く
、
伴
奏
は
ピ
ア
ノ
の
み
。

●
演
奏
時
間　

一
組
５
分
程
度
で
何
曲
で

も
可
。

●
募
集
人
数　

20
組（
応
募
多
数
の
場
合

は
選
考
あ
り
）

●
参
加
費　

一
組
／
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

９
月
15
日
㈰
ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
、
音
楽
村
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

信
州
国
際
音
楽
村

　
　

TEL
42
・
３
４
３
６

����



新
し
い
移
動
図
書
館
車
の

車
体
イ
ラ
ス
ト
募
集

　

丸
子
・
武
石
地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
い
る
、
丸
子
金
子
図
書
館
の
移
動
図

書
館
車「
あ
お
ぞ
ら
号
」が
来
年
、
新
し
い

車
両
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
よ
り
一
層
地
域
の
皆
さ
ん
に

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
車
体
に
描

く
イ
ラ
ス
ト
作
品
を
同
号
の
巡
回
地
域
で

あ
る
丸
子
・
武
石
地
域
の
小
中
学
生
の
皆

さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。
募
集
期
間
は
９

月
30
日
㈰
ま
で
。
詳
し
く
は
、
各
学
校
に

配
布
し
て
あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

自
衛
官
募
集

●
募
集
種
目　

①
防
衛
大
学
校（
推
薦
）、

②
防
衛
大
学
校（
一
般
）、
③
防
衛
医
科

大
学
校
、
④
２
等
陸
海
空
士（
10
月
採

用
男
子
）、
⑤
２
等
陸
海
空
士（
３
・
４

月
採
用
男
子
）、
⑥
２
等
陸
海
空
士（
３

月
採
用
女
子
）、
⑦
一
般
曹
候
補
生
、

⑧
航
空
学
生
、
⑨
看
護
学
生
、
⑩
陸
上

自
衛
隊（
看
護
）、
⑪
予
備
自
衛
官
補
一

般
●
資
格　

①
②
③
⑧
は
高
卒（
見
込
）者
で

21
歳
未
満
、
④
⑤
⑥
⑦
は
18
歳
以
上
27

歳
未
満
、
⑨
は
高
卒（
見
込
）者
で
24
歳

未
満
、
⑩
は
看
護
師
免
許
を
有
し
、
保

健
師
・
助
産
師
免
許
を
有
す
る
者（
見

込
含
）で
36
歳
未
満
、
⑪
は
18
歳
以
上

34
歳
未
満
の
方
。

●
受
付
期
間　

①
９
月
５
日
㈬
〜
７
日

㈮
、②
③
⑨
⑩
９
月
７
日
㈮
〜
28
日
㈮
、

④
⑤
随
時
、⑥
⑦
⑧
９
月
７
日
㈮
ま
で
、

⑪
10
月
15
日
㈪
ま
で

※
１
次
試
験
日
に
つ
い
て
は
、
上
田
地
域

事
務
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

　
　

TEL
22
・
５
２
６
７

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

地
域
の
国
際
理
解
、
国
際
交
流
を
広
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る「
国
際
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
in
丸
子
」が
10
月

７
日
㈰
、
丸
子
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
企

画
、
運
営
、
準
備
に
携
わ
れ
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
年
齢
、
性
別
な
ど
は
問
い

ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

社
会
教
育
課　

TEL
43
・
０
１
２
０

募集　前ページの続き

今月の投稿作品（６月23日～７月23日到着分）
短歌60首　俳句139句　川柳106句
計305作品

入
選

味
噌
豆
の
煮
立
つ
匂
の
か
ぐ
は
し
く
立り
っ

夏か

の
朝
の
庭
に
漂
ふ

 

鈴　

子　

甲
田　

隆
登

粗
食
な
る
も
う
ま
し
と
食
べ
れ
ば
実
に
な
る
と
父
母
の
教
え
を
今

も
守
り
ぬ 

西
野
竹　

倉
島
と
み
ほ

庭
隅
は
吾
が
住す
み

処か

と
十
薬
の
地
下
茎
走
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に

 

緑
が
丘
西　

宮
澤　

幸
穂

佳
作

帰
り
来
し
子
は
大
声
に
わ
れ
を
呼
ぶ
そ
の
手
の
中
の
蛍
見
せ
む
と

 

越　

戸　

羽
生
田
め
ぐ
美

教
会
の
鐘
の
空
よ
り
降
り
注
ぐ
プ
ラ
ハ
の
街
の
遅
き
夕
暮

 

丸　

堀　

長
谷
川　

貢

巣
立
ち
し
て
い
づ
こ
の
国
を
目
指
す
や
ら
再
び
来
よ
と
燕
に
告
げ

む 

西　

内　

伊
藤
三
千
代

「
咲
い
た
よ
」と
声
掛
け
供
え
仏
壇
の
ユ
リ
の
香
り
に
し
ば
し
佇
む

 

須　

川　

手
塚
喜
代
子

選
者
詠

地
に
開
く
黄
花
大
き
よ
悲
し
み
の
多さ
は

な
り
し
梅
雨
明
け
む
朝あ
し
た

に

入
選

網
戸
よ
り
入
る
夜
風
に
二
人
か
な 

古　

里　

秋
山
洲
美
子

風
鈴
の
短
冊
に
わ
が
入
選
句 

福　

田　

田
中
優
美
子

消
防
の
路
上
演
奏
梅
雨
晴
間 

北
常
田　

斉
藤　

千
里

佳
作

朝
市
に
弾
む
な
ま
り
や
朴
の
花 

小　

泉　

大
井　

敬
子

筆
太
く
熊
出
没
と
夏
木
立 

本　

郷　

久
保
あ
き
よ

蚊
の
声
に
思
は
ず
耳
を
叩
き
け
り 

小　

泉　

木
村　

シ
モ

自
販
機
の
灯
の
し
ら
じ
ら
と
梅
雨
の
夜 

上
丸
子　

小
林　

弘
人

骨
拾
ふ
一
瞬
止
み
ぬ
蝉
時
雨 

越　

戸　

鈴
木　

迪
生

梅
雨
ご
も
り
ひ
や
っ
と
さ
せ
ら
れ
お
も
ち
ゃ
蛇 

腰　

越　

斉
藤　

文
人

桷
の
花
咲
き
こ
ぼ
れ
た
る
夫
の
葬 
御　

所　

竹
内
み
さ
お

父
の
日
や
子
と
孫
よ
り
の
三
行
詩 
中　

野　

竹
内　

健
美

こ
ん
こ
ん
と
千
曲
源
流
清
水
汲
む 
常　

田　

松
澤　

昭
一

選
者
吟　

孵
化
し
た
る
目
高
影
に
て
知
り
に
け
り

入
選

改か
い

憲け
ん

へ
戦
死
の
兄
の
嗚お

咽え
つ

あ
り 

岩　

下　

尾
沢
袈
裟
信

強
い
意
志
貫つ
ら
ぬ

く
老
い
の
エ
ベ
レ
ス
ト 

材
木
町　

畑
田
サ
ダ
子

平
凡
に
生
き
て
幸
せ
噛
み
し
め
る 

八
木
沢　

中
沢　

信
子

佳
作

文
明
の
利
器
が
凶
器
に
な
る
悲
劇 

中　

村　

佐
藤
た
か
こ

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
一
度
住
み
た
い
そ
ん
な
国 

丸　

堀　

長
谷
川　

貢

鼻
歌
の
音
符
こ
ぼ
れ
る
野
の
ひ
か
り 

中　

野　

本
木　

せ
つ

わ
だ
か
ま
り
溶
か
し
て
笑
う
日
を
模も

索さ
く 

国　

分　

今
尾
志
津
子

熟
年
の
耐
え
た
証あ
か
し

の
笑
い
皺し
わ 

大　

屋　

永
井　

弘
子

床
屋
さ
ん
技
術
話
術
で
客
を
呼
ぶ 

腰　

越　

田
中
の
り
子

口
下
手
も
誠
実
一
路
胸
打
た
れ 

岩　

下　

長
谷
川
明
美

駄だ

だ々

っ
子
を
上
手
に
ま
と
め
る
親
の
親 

緑
が
丘
西　

宮
澤　

幸
穂

ス
ト
レ
ス
を
水
に
流
し
て
ど
ん
と
晴
れ 

御　

所　

手
塚　

利
勝

選
者
吟

尾
瀬
ヶ
原
秋
風
吹
い
て
草
も
み
じ

11
月
号
の
投
稿
方
法　

は
が
き
で
①
住
所
②
氏
名
③
自
治
会
名
④
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
別
を
記
入（
種
類
ご
と
別
々
の
は
が
き
で
）の

う
え
上
田
市
教
育
委
員
会
ま
で
。
短
歌
・
俳
句
に
つ
い
て
先
生
に
添
削
を
希
望
さ
れ
る
方
は
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
記
載
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い（
短
歌
に
つ
い
て
は
一
人
２
首
ま
で
。
な
お
、
掲
載
作
へ
の
返
信
は
除
き
ま
す
）。

◆
住
所　

〒
３
８
６

－

０
０
２
５　

天
神
２

－

４

－

74　

◆
締
め
切
り　

９
月
21
日
㈮
必
着　

　

教
育
総
務
課　

☎
23
・
５
１
０
０

����



新生
「上田市」

発
足

１周
年記念事

業

第６回 真田幸村ロマンウォーク
参加者募集

今年は風林火山コースに挑戦しませんか?

　真田幸村ロマンウォーク実行委員会
　　（ 観光課内）
　　TEL23・5408　FAX23・7355

●開催日　10月27日㈯・28日㈰
●コース　Ａコース（27日）／信州風林火山・上田原合戦コース（約20㎞）
　　　　　Ｂコース（27日）／信州風林火山・砥石米山城コース（約20㎞）
　　　　　Ｃコース（27日）／上田城・城下町寺社めぐりコース（約８㎞）
　　　　　Ｄコース（28日）／信州風林火山・真田一族発祥の里コース（約20㎞）
　　　　　Ｅコース（28日）／真田大助コース（約４㎞）
●参加資格　大会の決まり・ウォーキングマナーを守ることができる方ならどな

たでも参加できます。ただし、乳幼児は保護者、身障者は介護者の同
伴が必要です。

●参加費用　一般／ 1,000円、小・中学生／ 500円（未就学児は無料）
　　　　　　※参加費は「１日のみ参加」も「２日とも参加」も同額。
●申込方法　次の①～③のいずれかの方法でお申し込みください。
①郵便局からの申し込み／ロマンウォークパンフレットの「払込取扱票（郵便
振替用紙）」に必要事項を記入のうえ、参加登録料を「真田幸村ロマンウォー
ク実行委員会」（口座番号00590-7-74684）へお振り込みください。
②窓口での申し込み／観光課、上田地域の各公民館、丸子・真田・武石地域自治
センターの観光担当窓口で手続きをしてください。
③当日申し込み／当日、出発会場でも参加を受け付けます。

●事前参加の受付締め切り　10月12日㈮

ウ
ィ
ー
ン
・
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
管
弦
楽
団

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー・コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
８

セレスホール イベント情報
●日時　平成20年１月８日㈫
　　　　18:30開演（18:00開場）
●プログラム
　ヨハン・シュトラウスⅡ世
　　♯オペレッタ「こうもり」序曲　♯ポルカ「チク・タ
　　ク・ポルカ」　♯ワルツ「ウィーン気質」　♯ポルカ
　　「農夫のポルカ」　♯ワルツ「皇帝円舞曲」　♯ワル
　　ツ「ウィーンの森の物語」　♯ワルツ「美しく青きド
　　ナウ」　♯ポルカ「雷鳴と稲妻」
　ヨーゼフ・シュトラウス　♯ポルカ「小さい風車」
　エドゥアルト・シュトラウス　
　　♯ポルカ・シュネル「テープは切られた」
　ヨハン・シュトラウスⅠ世
　　♯マーチ「ラデツキー行進曲」　他
●チケット　（全席指定）一般　SS席／￥6,500、

Ｓ席／￥5,500、Ａ席／￥4,500
　　　　　　高校生以下　SS席／￥3,500、Ｓ席

／￥2,500、Ａ席／￥1,500
●発売開始　９月２日㈰10:00 ～
　丸子文化会館セレスホール　TEL42･0001

第９回
ブラジル田舎祭りIN上田
　ブラジルの伝統的な田舎のお祭りを上田で開催。子ども
たちのかわいいダンスやアマラオ選手（元ＦＣ東京所属）の
サッカーショー、ブラジル料理（シュハスコ、パステル）な
ど楽しい企画を用意しています。ブラジルの文化に触れ、
楽しく国際交流しましょう。
●日時　９月９日㈰10:00～17:00
●会場　旧第一中学校グラウンド（雨天時は中央公民館）
●入場料　無料
　ブラジル田舎祭りIN上田実行委員会（堀之内）
　　TEL090･4054･2446
　　 市民課　TEL22･4100（内線1356）

～まもろう自然、みんなの責任～

����



後期高齢者医療制度の
仕組みや対象者

　後期高齢者医療制度は、平成20
年４月からスタートします。今回
は、その仕組みについてお答えし
ます。

後期高齢者医療制度の運営
の仕組みは、どうなるので

すか？

都道府県単位に設けられる
「広域連合」が運営主体（保

険者）となり、保険料の決定や医
療を受けたときの給付などを行い
ます。この広域連合には、県内の
すべての市町村が加入します。
　なお、それぞれの市町村では「保
険料の徴収」のほか、「申請や届け
出の受付、保険証の引き渡しなど」
の窓口業務を行います。

後期高齢者医療制度は、ど
のような人が対象になるの

でしょうか？

市内に住んでいる方で、政
府管掌健康保険、健康保険

組合、船員組合、共済組合などの
75歳以上の加入者や扶養されて
いる方が対象になります。
　75歳以上の、上田市国民健康保
険の加入者も対象です。
　また、65歳以上で寝たきりな
ど、一定の障害をお持ちの方（広
域連合の認定を受けた方）も対象
となります。
　なお現在、老人保健制度で障害
の認定を受けている方は引き続
き、広域連合の認定を受けたもの
とみなされます。
　対象となる方は、全員が現在加
入している医療保険から抜けて来
年の４月から新制度（後期高齢者
医療制度）に加入することになり
ます。

制度がスタートすると、ど
の時点でこの保険に該当す

る（被保険者となる）のですか？

75歳になったとき、75歳
の誕生日当日からです。

　75歳以上の方が、県外などから
市内へ転入してきたときも、長野
県の広域連合の加入対象者（被保
険者）になります。
　65歳以上の方で、寝たきりなど
の認定を受けたときは、認定を受
けた日からです。

　後期高齢者医療制度の詳細につ
いては、次のところへお問い合わ
せください。
国保年金課　TEL22・4100
　　　　　　　（内線1367）
市民生活課　TEL42・1053
市民生活課　TEL72・0154
市民生活課　TEL85・2827

うえ
だ

HOT VOICE

砥
石
城
跡

  　

砥
石
城
は
村
上
義
清
が
小
県
を
勢
力
下
と
す
る
た
め

に
築
い
た
山
城
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
武
田
信
玄
は

北
信
濃
進
出
に
は
村
上
氏
の
攻
略
が
不
可
欠
と
考
え
、

ま
ず
砥
石
城
を
攻
撃
し
ま
し
た
が
、
武
田
軍
の
一
か
月

余
り
に
も
及
ぶ
攻
撃
に
も
び
く
と
も
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

  

と
こ
ろ
が
、
こ
の
難
攻
不
落
の
城
を
、
真
田
幸
隆
は

一
晩
で
落
城
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
真
田
を
住
ま

い
と
し
て
い
た
幸
隆
は
、
昔
か
ら
縁
の
あ
る
武
将
が
村

市への質問や皆さんの疑問にお答えしていきます。
ご質問やご意見などを市役所秘書課（TEL22・3435）へ
お気軽にお寄せください。

Q1

A1

A2

ホット・ボイス

Q2
Q3

A3

　 文化振興課
　　TEL23･6362

見
聞
録

����



SCHOOL INTRODUCTION

　

丸
子
北
小
学
校
の
校
舎
は
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
校
舎
の
一
部

が
わ
ざ
と
45
度
の
角
度
を
つ
け
て
造

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
四
角

い
建
物
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る

多
く
の
人
は
、
丸
子
北
小
学
校
に
来

る
と
す
ぐ
に
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

参
観
日
に
来
る
保
護
者
の
方
の
中
に

は
、「
も
う
何
回
も
来
て
い
る
の
に

ど
う
し
て
も
分
か
ら
な
い
」と
い
う

人
も
い
る
ほ
ど
で
す
。
そ
れ
だ
か
ら

こ
そ
１
年
生
の
、
４
月
の
学
校
探
検

も
盛
り
上
が
っ
て
大
変
楽
し
い
活
動

に
な
り
ま
す
。
今
年
も
一
人
ひ
と
り

の
目
が
学
校
の
秘
密
を
見
つ
け
出
そ

う
と
喜
々
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、夏
休
み
間
近
の
７
月
４
日
、

子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が
と
っ
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
た
北
小
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
校
の
み
ん
な
が
も
っ
と

仲
よ
く
な
れ
る
よ
う
に
と
、
児
童
会

十
二
委
員
会
の
３
役
が
中
心
と
な
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
遊
び
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ

て
、
全
校
縦
割
り
の
22
グ
ル
ー
プ
で

全
部
の
コ
ー
ナ
ー
を
回
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　

始
め
に
６
年
生

の
役
員
と
先
生
代

表
の
寸
劇
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は

北
小
恒
例
の
も
の

で
、
学
校
の
宝
物

の
北
小
山（
廃
タ
イ

ヤ
で
作
ら
れ
た
山
）

を
ス
テ
ー
ジ
と
し

て
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
悪
の
大

魔
王
か
ら
心
優
し

い
王
子
様
を
救
う

と
い
う
内
容
で
、

子
ど
も
た
ち
も
手

を
た
た
い
て
喜
ん

で
観
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
劇
の
延
長

と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
が

力
を
合
わ
せ
て
12
全
部
の
関
門（
遊

び
）を
ク
リ
ア
す
る
と
、
王
子
様
を

救
出
で
き
る
パ
ス
ワ
ー
ド
が
得
ら
れ

る
と
い
う
流
れ
で
す
。

　

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
初

め
て
顔
を
合
わ
せ
た
と
い
う
と
こ
ろ

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
れ
で
も
、
す

ぐ
に
仲
良
し
に
な
っ
て
同
じ
目
標
に

向
か
っ
て
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
以
降
、
１
年
生
の
児
童

が
５
・
６
年
生
と
一
緒
に
遊
ん
で
い

る
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
こ
う
い
っ
た
活

動
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

全校が仲良くなるために
北小祭 丸子北小学校

ようこそ私たちの学校へ

悪の大魔王（上）と王子様（左下）

上
方
に
も
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
村
上
方
の
武

将
を
武
田
に
寝
返
ら
せ
て
、
城
を
内
部
か
ら
切
り
崩
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
幸
隆
は
こ
の
功
績
を
認
め

ら
れ
、
信
玄
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
ま
し
た
。

  

山
城
は
見
通
し
が
良
い
こ
と
が
、
敵
の
動
き
を
つ
か

む
た
め
に
不
可
欠
で
す
。
砥
石
城
跡
か
ら
の
眺
望
も
大

変
す
ば
ら
し
く
、遠
く
富
士
山
ま
で
望
む
こ
と
が
で
き
、

平
成
16
年
に「
関
東
の
富
士
見
１
０
０
景
」に
選
ば
れ
ま

し
た
。
先
日
、
地
元
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
城
の
頂
上

に
石
柱
と
銘
板
を
設
置
し
ま
し
た（
写
真
）。

　

村
上
氏
や
真
田
氏
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、
砥
石
城
跡

か
ら
富
士
山
を
探
し
て
み
て
も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

EXPERIENCE UEDA （
お
わ
び
）８
月
１
日
号「
旧
草
間
歯
科
医
院
」の
紹
介
で
、「
旧

常
田
幼
稚
園
舎
」と
表
記
し
た
建
物
は
、
現
在「
社
会
福
祉
法

人
カ
ル
デ
ィ
ア
会
常
田
保
育
園
」と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
方
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

「木馬」なかなか手強いぞ

★
砥
石
城
跡

米
山
城
跡

P

登山口
（大手）

登山口
（水の手）

○
陽泰寺

砥石米山城街道

R14
4

至上田市街

至菅平

神川
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スケッチ
四つ葉

武石の清流で魚のつかみどり

第23回真田まつり

仲間と楽しく
自然を再発見

月
31
日
、
武
石
小
学
校
水
田
横
の

武
石
川
で「
魚
の
つ
か
み
ど
り
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。
武
石
地
域
教
育
事
務

所
と
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
が

多彩なステージに
大きな歓声

月
４
日
、
真
田
運
動
公
園
で
開
催

さ
れ
た
真
田
ま
つ
り
。
今
年
で
23

回
目
を
迎
え
た
夏
祭
り
で
す
。

　

祭
り
は
、
午
前
中
の
サ
ッ
カ
ー
Ｐ
Ｋ

合
戦
か
ら
始
ま
り
、
午
後
は
様
々
な
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
ち
び
っ
こ
に
大
人
気
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
今
年
は
、
市

民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
歌
や
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
参
加
が
多
か
っ
た
こ

と
が
特
徴
。
上
田
地
域
か
ら
の
参
加
も

あ
り
、
合
わ
せ
て
８
グ
ル
ー
プ
が
多
彩

な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
披
露
し
、
訪

れ
た
方
が
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
、
元
気
な
子
ど
も
み
こ

し
が
会
場
を
練
り
歩
き
、
中
央
の
や
ぐ

ら
を
囲
ん
で
民
謡
流
し
が
行
わ
れ
、
祭

り
の
雰
囲
気
も
い
よ
い
よ
盛
り
上
が
り

ま
す
。
そ
の
後
、
轟
音
を
と
ど
ろ
か
せ

る
火
縄
銃
の
演
舞
が
真
田
鉄
砲
隊
に
よ

り
行
わ
れ
、祭
り
の
最
後
を
飾
る
の
は
、

恒
例
の
花
火
大
会
。
昨
年
以
上
の
盛
大

な
花
火
に
、
真
田
運
動
公
園
に
集
ま
っ

た
多
く
の
方
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

主
催
す
る
こ
の
行
事
は
、
青
少
年
健
全

育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
朝
か
ら
快
晴
と
な
り
、
絶

好
の
川
遊
び
日
和
。
集
ま
っ
た
小
学
生

約
１
０
０
名
は
、
川
に
放
流
さ
れ
た
ニ

ジ
マ
ス
め
が
け
て
一
斉
に
川
に
飛
び
込

ん
で
い
ま
し
た
。
高
学
年
は
や
や
深
め

の
上
流
で
、低
学
年
は
下
流
の
浅
瀬
で
、

泳
ぐ
ニ
ジ
マ
ス
を
見
つ
け
て
追
い
か
け

た
り
、
石
の
下
な
ど
を
手
探
り
で
探
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
友
だ

ち
同
士
で「
見
て
！ 

こ
ん
な
に
つ
か
ま

え
た
よ
」と
捕
っ
た
魚
を
見
せ
合
っ
た

り
、
分
け
合
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

武
石
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
子
ど

も
た
ち
が
年
齢
を
越
え
て
川
に
親
し

み
、
水
や
自
然
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

で
、
す
て
き
な
体
験
が
で
き
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
子
ど

も
た
ち
の
顔
は
、
暑
い
日
差
し
に
負
け

な
い
く
ら
い
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま

し
た
。

７

８
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丸子ドドンコ＆信州爆水RUNin依田

風林火山・信州上田夏まつり

真夏の上田を彩る
勇壮な戦国絵巻

夏を楽しくする
丸子の三大祭り

の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
元
気
な
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
た
丸
子
の

夏
ま
つ
り
は
、
８
月
４
日
に「
丸
子
ド

ド
ン
コ
」、
５
日
に「
信
州
爆
水
Ｒラ

ン
Ｕ
Ｎ

in
依
田
川
」と「
丸
子
納
涼
花
火
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
遅
い
梅
雨
明
け
で

や
っ
と
夏
ら
し
い
暑
さ
と
な
り
、
丸
子

の
ま
ち
が
活
気
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

丸
子
ド
ド
ン
コ
で
は
、
昼
間
に
は
み

こ
し
が
笛
や
太
鼓
が
鳴
り
響
く
中
を

24
基
、
夕
方
か
ら
は
40
団
体
が
個
性
的

な
踊
り
連
を
つ
く
り
参
加
し
、
観
客
を

含
め
約
７
０
０
０
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

依
田
川
の
中
を
走
る
信
州
爆
水
ラ
ン

で
は
、
４
０
０
組
以
上
の
選
手
が
全
国

か
ら
集
ま
り
、
今
年
新
た
に「
ず
く
だ

し
て
・
ゴ
ー
！
」コ
ー
ス
を
加
え
た
三

つ
の
コ
ー
ス
を
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
家
や
仲

良
し
グ
ル
ー
プ
、
家
族
が
爆
走
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
走

り
や
す
い
足
場
を
探
す
の
に
苦
労
し

た
。
川
の
中
を
泳
い
だ
の
が
お
も
し
ろ

か
っ
た
」と
、
完
走
で
き
た
こ
と
が
う

れ
し
い
様
子
で
し
た
。
ま
た
、
花
火
大

会
で
は
１
０
９
５
発
の
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
夏
の
夜
空
を
美
し
く
彩
り
ま

し
た
。

な
み
企
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
真
夏

の
上
田
城
を
舞
台
に
し
た
壮
大
な
戦
国

絵
巻
を
、
３
日
か
ら
同
公
園
で
開
催
し

て
い
る「
Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ
・
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
」や

海
野
町
商
店
街
恒
例
の
七
夕
ま
つ
り
と

と
も
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
今
年

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、「
美
ヶ
原
飛
龍
太

鼓
保
存
会
」に
よ
る
太
鼓
演
奏
や「
ダ
ン

ス
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」の
踊
り
な
ど
が
市

役
所
前
で
披
露
さ
れ
、
集
ま
っ
た
大
勢

の
観
衆
を
魅
了
。
そ
し
て
、「
大
旗
お
っ

立
て
百
人
衆
」が
、
真
田
幸
村
や
真
田

十
勇
士
な
ど
が
描
か
れ
た
高
さ
５
ｍ
ほ

ど
の
大
旗
を
、
観
光
会
館
前
か
ら
中
央

交
差
点
ま
で
の
大
手
町
通
り
に
一
斉
に

立
て
る
と
、
周
り
か
ら
大
き
な
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
真
田
鉄
砲

隊
の
演
武
や
和
太
鼓
の
競
演
、
真
田
軍

の
出
陣
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
夏
休

み
で
訪
れ
て
い
た
大
勢
の
観
光
客
が
そ

の
迫
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

上

夏

田
城
跡
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
８

月
５
日
と
６
日
、「
風
林
火
山
・

信
州
上
田
夏
ま
つ
り
」が
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
お
祭
り
は
、
現
在
放
映
中
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
風
林
火
山
」に
ち
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～11月３日 出石お城まつりで江戸時代の参勤交代を体感!! ～

11/2
㈮

上田（6:00ごろ）＝ 新和田トンネル ＝ 岡谷IC ＝《長野道・中央道・名神》＝ 京都東IC ＝ 清水寺（昼食＆見学）
＝ 京都縦貫道 ＝ 丹波IC ＝ 福知山市 ＝ 豊岡市（出石）（17:30ごろ）
出石ニューグランドホテル【泊】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔食事条件：昼・夕食〕

11/3
㈯

ホテル ＝「但馬の小京都 出石お城まつり」（圧巻!大人大名行列槍振り見学）＆昼食 ＝ コウノトリの郷公園 ＝
豊岡（カバン専門店）見学＆買物 ＝ 天橋立宮津（16:30ごろ）
宮津ロイヤルホテル【泊】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔食事条件：朝・昼・夕食〕

11/4
㈰

ホテル（8:00発）＝ 綾部宮津道：舞鶴道 ＝ 小浜西IC ＝「日本海さかな街」海産物のお買物 ＝ 北陸道 ＝「九谷
焼窯元」昼食＆お買物 ＝「那谷寺」参拝  ＝ 北陸道・上信越自動車道 ＝ 上田（20:00ごろ）
〔食事条件：朝・昼食〕　　　　　　　　　　　　　　　＊諸条件により行程が変更になる場合があります。

日　　程：平成19年11月２日㈮～４日㈰
旅行代金：お一人様　　41,200円
（参加者へは「ちょっぴりプレゼント」特典付）
申込締切：10月15日㈪　先着80名限定！
主　　催：上田市、㈳上田市産業開発公社

☆ちょっぴりプレゼント☆
ツアー参加者だけの特典です！
その一・出石のポストカード
そのニ・本家本元「出石の皿そば」
その三・コウノトリエコバック
その四・携帯ストラップ
その五・お土産を良心価格で販売

（海産物・地元名産品など）
先着80名限定！２名様以上からお申し込みお願いします。
（１名の場合は相部屋となりますのでご了承ください。）

☆　お申し込み＆お問い合わせ（登録旅行業者代理業）　☆
 アルピコ観光サービス株式会社上田支店 TEL0268・24・6168
 JA信州うえだハニーウェル旅行センター TEL0268・25・2874

出石お城まつり：大人大名行列槍（やり）振り

天橋立

出石そば

コウノトリ（画像提供：豊岡市）

今年８月１日に百合地のヒ
ナが巣立った瞬間です。
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～真田昌幸公・幸村公配流地の高野山と九度山で真田ロマンを体感!! ～

日　　程：平成19年11月10日㈯～11㈰
旅行代金：お一人様　　24,800円
（参加者へは「ちょっぴりプレゼント」特典付）
申込締切：10月15日㈪　先着80名限定！
主　　催：上田市、㈳上田市産業開発公社

先着80名限定！２名様以上からお申し込みお願いします。
（１名の場合は相部屋となりますのでご了承ください。）

☆ちょっぴりプレゼント☆
ツアー参加者だけの特典です！
その一・真田幸村絵葉書
そのニ・真田庵お守り
その三・柿たわし

11/10
㈯

上田各地（5:30ごろ）＝ 新和田トンネル ＝ 岡谷IC ＝《長野道・中央道・名神・東海環状・東名阪・名阪国道・
上野（昼食）・西名阪》＝ 藤井寺IC ＝ 河内長野 ＝ 橋本 ＝ 高野山・根本大塔見学・散策 ＝ 宿泊（17:30ごろ）
宿坊持明院【泊】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔食事条件：昼・夕食〕

11/11
㈰

宿坊（希望者は朝7:00から「早朝お勤め」に参加できます）（8:15発）＝「九度山町収穫祭」まつり見学・お買い
物 ＝ 河内長野市 ＝ 美原南IC ＝ 阪和・中央環状線 ＝ 大阪城（昼食＆見学）＝《阪神高速・豊中IC、名神・中
央道》＝ 岡谷IC ＝ 新和田トンネル ＝ 上田（20:30ごろ）
〔食事条件：朝・昼食〕　　　　　　　　　　　　　　　＊諸条件により行程が変更になる場合があります。

☆　お申し込み＆お問い合わせ（登録旅行業者代理業）　☆
 千曲観光株式会社上田営業所 TEL0268・22・8200
 JA信州うえだハニーウェル旅行センター TEL0268・25・2874

大
阪
城
天
守
閣

高野山・根本大塔 九度山・真田庵

九度山・富有柿
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成
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号（
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・
16日
発
行
）　
編
　
集
　
上
田
市
秘
書
課
　
〒
386-8601長

野
県
上
田
市
大
手
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0268・
22・
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古紙100％の再生紙と環境に
優しい大豆インクを使用しています。

市政提言電話（留守録）：0268・25・2539  市政提言FAX : 0268・23・5111  市政提言メール： mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL : http://www.city.ueda.nagano. jp/

人口：161,182人　男：78,890人　女：82,292人　世帯数：61,432戸　外国人登録者数：5,735人　男：2,795人　女：2,940人

人の動き （平成19年8月1日現在）

「泥
どろ

宮
みや

神社、生島足島神社、国分寺史跡公園、国分八幡神社が夏至の日
の出・冬至の日没線で結ばれていることを知りました。泥宮神社は烏
帽子岳に向かって建っています。生島足島神社の参道も、夏至冬至線
に沿っていました。古代人の自然観察力と太陽信仰の一端にふれる思
いでした。この景観をいつまでも残しておいてほしいと思います」。

夏至の泥宮
提供／関俊雄さん（上田・緑が丘）

「長野大学は、新学部・企業情報学部がスタートしたのを
機に、学生による発表会“新しい上田をデザインしよう！”
を７月17日、上田情報ライブラリーで開催しました。地
域の課題を発見し問題解決策を市民と学生の協働で導く
のがねらいです。当日は１年生が松尾町商店街の活性化
策を提案、２～４年生が地域ＳＮＳ“おらほねっと”を活
用した地域情報発信の楽しみ方を提案しました」。

長野大生が上田のデザインを提案
提供／前川道博さん（長野大学）

泥宮から夏至の日の出を望む。 生島足島神社の東の鳥居にも夏至の日の出が。
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